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第 39 回全国一斉特設電話相談「シニアの悩み 110 番」 

結 果 報 告 書 

 

全国シニアライフアドバイザー協会 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃よりシニアライフアドバイザーの活動に格別のご高配を賜り誠に有難うございます。 

さて、9 月 26 日（土）・27 日（日）、全国 6 都市で開設した全国一斉特設電話相談「シニア 

の悩み 110 番」は 474 件の相談を受けることが出来ました。 

これも偏に貴社のご協力の賜物にほかなりません。ここに厚く御礼申しあげます。 

電話相談の結果が纏まりましたので、ご報告させて頂きます。 

ご査収のほど、宜しくお願いいたします。                     敬具 

  

１．開設要綱 

日 時 平成 27 年 9 月 26 日（土）・27 日（日）10：00～17：00 

場 所 東京・名古屋・大阪・福山・広島・福岡  計 6 都市（札幌・仙台不参加） 

相談員 シニアライフアドバイザー 

主 催 全国シニアライフアドバイザー協会 

２．相談者数               （ 資料‐1・2・3・5・6・7・8・9 ） 

相談者数： 474 人 

男女別相談者数 

 

 

 

 

 

 

相談者数検証 ～増えている 80 歳代の相談者 90 歳代からの相談も～ 

今回の相談件数は 474 件でした。 

80 歳代・90 歳代の相談が増え、相談者の高齢化が目立ちました。 

5 年前の電話相談では、80 歳代の相談件数は全体の 10%足らずでした。回を重ねるごとにすこしずつ

増え続け、今回は 20%近くを占めるようになりました。 

また、数年前から 90 歳代からも電話がかかるようになり、2013 年秋、それまで 80 歳以上としてい

た年齢区分を、80 歳代と 90 歳以上の 2 項目に分けました。今回は、90 歳以上の相談が 10 件にのぼ

り、電話相談にも超高齢社会を示す数字が出ていることを実感しました。 

 

男性の場合、相談内容数の 60％以上が相続に関してだったこともあり、家長として後に遺された家族

性別 人数 ％ 

男性 143 30.2 

女性 331 69.8 

合計 474 100.0 
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が揉めないように色々配慮しての相談が目立ちました。 

また、超高齢化に伴い長生きとなり、妻や子供に先立たれ、寂しい日々を送っている人もいます。 

「元気なうちは趣味を満喫したが、今は孤独で不安だ」「90 歳にもなると活動が難しくなり、身体を

労わる生活になってしまうが、もう少し潤いを見つけたい」など、人生の終末を孤独に生きる切なさ

を吐露する電話も増えました。 

女性の場合、毎年ですが家族親族の相談が多く、特に息子や娘のことを心配する相談が目立ちました。 

生き方では夫を亡くした後どのように生きていこうか悩んでいる相談がありました。 

相続では、女性はどちらかというと知識や情報量が少なく、具体的にどう対処してよいかがわか

らないケースが多かったです。 

また、70 歳以上の人には、男女ともに家制度的な考え方が残っていて、「父親が他界した時に、母と

兄で相続をして、娘 4 人は放棄した。母親が他界したが、自分たち娘には相続権はないか」「夫が亡く

なり、3 人兄妹の長男に相続させたいが争いにならないか」「他界した夫は、生前、相続は長男にと言

っていたが、娘にもさせたい」など、法律上存在しない家督相続の相談が未だに多く寄せられます。 

その他、男女共通の悩みとして多いのが、入院時や家の転居の折りの身元保証人の相談です。民間で

身元を保証する会社もありますが、費用が高額すぎたり、信用性が低く、実際にだまされたという相

談も届いています。電話相談開設以来、解決が難しい課題の一つです。 

３．年齢区分別相談者数                 （ 資料‐3・6・7 ） 

年齢区分別による順位表 

順位 年令 人数 ％ 
相談内容順位 

1 2 3 

1 70 歳代 216 45.6 遺言相続 家族親族 住居 

2 60 歳代 139 29.3 遺言相続 家族親族 生き方 

3 80 歳代 93 19.6 遺言相続 家族親族 健康医療 

4 50 歳代 15 3.2 遺言相続 家族親族 経済 

5 90 歳以上 10 2.1 遺言相続 経済 
生き方 
終末期 
介護福祉 

6 49 歳以下 1 0.2 家族親族 ― ― 

 合計 474 100.0 遺言相続 家族親族 住居 

 

年齢区分別検証  

1 位 70 歳代 ～判断ができるうちになんとかしたい～ 

70 歳になると国民健康保険の加入者には「高齢受給者証」が交付され、75 歳になると、全員が「後

期高齢者医療制度」の対象になります。肉体的にも精神的にも元気な人も、社会的には否応なく高齢

者の仲間入りをしたことを自覚します。 

自分自身の健康の不安が身近になり、これからの生活やもしもの時のことが気がかりになり、自分の

抱えている不安や悩みを、「まだ元気でしっかり判断ができるうちになんとかしておきたい」との思い

が感じられる相談が多く寄せられました。 

入院が必要になった時の保証人をどうするか。疎遠になっている子供との仲を修復するには。今の住

居を処分して老人ホームに入りたい。１軒家からマンションへの住み替え。成年後見制度を利用する

には。自分の遺産相続について等々、他の年代と同様、よせられる相談の内容はさまざまですが、自
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分自身の今後の身の振り方について、積極的にアドバイスや情報を求める姿勢を感じました。 

2 位 60 歳代 ～不安や悩みが具体的になる年代～ 

第２の人生を迎え、今まで漠然と抱えていた不安や悩みが顕在化します。 

親が高齢になり、介護がはじまります。 

「離職して、親の面倒を見ているが、親の年金だけで生活が苦しい。兄弟に援助を求めても協力して

くれない」「親の介護をしているが、失業した弟が親の年金をあてにして転がり込んできた」など、肉

体的な負担に留まらず、経済的な負担が付随しがちな介護の問題を抱えた人の相談が多くあります。 

また、親の遺産相続を経験する人も多く、相続に関する基本的な知識の問い合わせが多数を占める中

で、「兄弟３人いるが、親の介護を自分がしている。将来、そのような事実は相続に反映されるのか」

と介護がらみの問合せもありました。 

「熟年離婚」という言葉が頻繁に使われるようになって、かれこれ 20 年になります。子供達が独立を

したり、親を見送った後に迎えた第２の人生をやり直したいという相談は、当時から途切れることな

く寄せられていますが、今回も、夫との長年の不和を精算して、新しい生活を考えたいという相談を

受けました。 

「熟年離婚」の相談は、大半がこの年代の女性からですが、中には、突然の離婚に戸惑う男性からの

電話も少数ながら含まれています。 

3 位 80 歳代 ～相談者にも高齢化の現象が見られます～ 

超高齢社会の中で、この年代の相談者が増えています。 

遺言相続の相談を筆頭に、成年後見制度や終活について、高齢になってもきちんとした情報を得たい

という前向きな姿勢がうかがわれる相談が多くあります。身近なところで情報を得る手段を見つける

ことができないケースも少なくなく、高齢者への広報活動の充実を図る必要性を感じます。 

身体障害を抱えながら、これまで公的援助に頼らずに頑張ってきたが無理になったと限界を訴える夫

婦。30 年前に家庭が崩壊して以後、会っていない息子に会いたいと願う病弱な父親。引きこもりの

45 歳の息子の将来を心配する親など、高齢になっても、今なお深刻な悩みを抱えている人たちの相談

も後を絶ちません。 

また、長年の一人暮らしの孤独を訴えたり、経済的なゆとりがなく、潤いのない生活を嘆いたりと、

答えを求めているのではなく、ともかく傾聴してほしいという電話も目立ちました。 

４． 相談内容                  （ 資料‐1・2・3・4・5・6・8 ） 

相談内容順位（上位 5 項目・474 件中 384 件 81.0%） 

 

 

 

 

 

 

 

順位 相談内容 件数 全体に占める％ 

1 遺言相続 237 50.2 

2 家族親族 73 15.4 

3 住 居 30 6.3 

4 経 済 22 4.6 

5 健康医療 21 4.4 

 小計 384 81.0 
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相談内容検証 

1 位 遺言相続  ～家族関係が複雑になってきて～  

以前より女性からの相談が増えましたが、全般的に基礎知識がない方が多いです。 

最近は結婚、再婚、離婚、別居、養子縁組、連れ子等、家族間の人間関係が複雑化してきて、相続も

簡単にはいかないようです。法律では相続権がない先夫との子供や、面倒を見てくれている姪に相続

をさせたい等、色々な思惑を感じる相談が目立ってきました。相続開始前に同居している兄弟がすで

に親の預貯金を使い果たしてしまったケースも少なくありません。 

2 位 家族親族  ～二世帯で住むことには慎重に～ 

最近、TV コマーシャルで業者が二世帯住宅に住むことの良さばかりを宣伝していますが、実際には毎

回悩ましい相談が寄せられています。業者は親子ローンになるので積極的に進めていますが、嫁と姑、

親と子等にトラブルが数年経って起こり、どちらかが出ていくケースが多いので、慎重に考えて進め

るのが良いと思います。今回も親が全財産をつぎこんで住宅建設に寄与したのですが、こじれてきて、

自分が出て行く破目になり、借家の家賃も払えない状況に陥っている事例がありました。 

その他では子供がリストラにあったり、離婚して実家に戻り、親の年金を当てにして暮らしているケ

ースが増えており、親亡きあとどうして暮らすのかを案じる相談も毎回あります。意外と多いのは子

供が何年も行方不明になっていて、相続が生じた途端、慌てて探す方法はないかと問い合わせてくる

ケースです。親子関係もここまで来たのかと驚かされます。 

3 位 住居 ～先祖が残した家、田畑、山等の処分に困惑～ 

親や祖父母が残した家や田畑、山等を相続で処分しなくてはならないのですが、なかなか売れなくて

何年も放置している場合が多く、放棄したいという相談もあります。最近空き家問題が顕在化してい

ますが、売りにくい土地等を相続して固定資産税もばかにならず困惑している相談者が確かに増えて

います。 

その他、息子に家をローンで建てたがリストラされローンが払えなくなり、相談者が払っているが負

担が重く困っている等、不況の影響を受けている人が目立ちます。 

４位 経済  ～「老人の貧困」が増加の一途を辿っている～ 

最近、「老人の貧困」を意味する「下流社会」「下流老人」という言葉をよく耳にします。「社会提言」

で深く掘り下げて述べますが、生活保護費より少ない年金で暮らしている人が実に多いです。バブル

崩壊以降経済格差が広がっています。夫が無年金で妻の年金で暮らしていて生活が苦しいと訴える人

もいます。 

5 位 健康医療  ～健康でも一人暮らしになると先行きの自信がなくなる～ 

日本人総じて「健康おたく」の時代、特にシニアの健康に対する関心は高いと思います。夫婦世帯で

暮らしていてもパートナーが亡くなった途端、一人暮らし世帯となります。やはり一番心配になるの

は健康です。自信がなくなると様々な不安が頭をよぎります。 

加齢が進むと病気も複数になり、医療費を少ない年金のなかで支出するのは大きな負担となり生活苦

に陥っていると嘆く人もいます。  



5 

５．暮らしの形態別相談内容                （ 資料‐2・8・9 ） 

暮らしの形態別相談人数 

暮らしの形態 件数 ％ 

夫婦世帯 121 25.5 

一人世帯 211 44.5 

家族同居世帯 142 30.0 

暮らしの形態別相談内容検証 

「夫婦世帯」「一人世帯」「家族同居世帯」の暮らし方で相談内容の相違を検証しました。 

 夫婦世帯 ～家庭内別居や熟年離婚も～ 

「自分の遺産はすべて妻に渡したい。遺言書を書いた方がいいか」 

「子供が二人いるが、財産は全部妻に相続させたい。その方法を教えてほしい」 

子供があるなしにかかわらず、妻に全額相続させたいという相談が、毎回必ず複数件寄せられます。

ほとんどの相談者が 80 歳以上ですが、長年苦楽を共にしてきた妻の行く末を思う気持ちを感じます。 

一方で、表面的には夫婦で暮らしていても、お互いが歩み寄れず家庭内別居をしていたり、子育てを

終えて、第 2 の人生を踏み出す機会に、夫との不和を精算して別々の人生を歩きたいと考えている妻

がいます。 

一人世帯 ～今は元気でも、もしもの時が不安～ 

身内がいなかったり、身内がいても疎遠になっている一人暮らしの高齢者は、今は元気でも将来に人

一倍不安を抱えて暮らしています。「自分が動けなくなったらと考えると不安が募る」「入院が必要な

時、保証人をどのようにして選んだらよいか」「夫を亡くし、親類も遠方。住宅や入院時の保証人を見

つける方法を教えてほしい」等々。ますます人のつながりが希薄になっていくこれからの社会では、

国や地域のサポートが必要なのは言うまでもありませんが、日ごろから一人一人がつながる努力をす

ることも大切です。 

親の介護が終わったり、定年退職をした一人暮らしの人から、身軽になったので、地域貢献をする場

所やボランティア活動の場を知りたいという前向きな電話がありました。 

相談者たちの生きがい探しの手伝いも、電話相談の大きな役割の一つです。 

家族同居世帯 ～同じ家に暮らしていても会話がない～ 

「個」が重視され、家族のきずなが弱くなっているといわれていますが、一つ屋根の下に暮らし

ていても、離れて暮らす家族同様に、家族のつながりが希薄になっています。 

「引きこもりの息子とフリーターの娘がいる。何とかしなくては思っているが、子供たちと会話

がない。夫はほっておけといって取り合ってくれない。みんながばらばらで悲しい」「不動産の処

分について息子と相談したいが、忙しくて相談にのってくれない」など、会話がないため、解決

の糸口がみつからないトラブルが増えています。 

その他、ギャンブルと女遊びがひどく、お金が無くなると罵声を浴びせる息子に家を出て行って

ほしいと願う母親。同居している娘婿との折り合いが悪く、家を出るように言い渡されて途方に

暮れる 70歳代の男性。娘が鬱になり、妻がイライラして自分に当たる。諭すと逆上するのでなす

術がないと嘆く 75 歳の男性など、種々雑多な家族の中のトラブルの相談がありました。  



6 

社 会 提 言 

【1】 

～誰にでも起こりうる老人の貧困～ 
貧困を止める方策を 

 

最近「下流老人」「下流社会」という言葉を耳にすることが多くなりました。これは「老人の貧困」を指す言

葉で、生活保護基準以下で暮らしている人のことを指しています。 

電話相談に寄せられた事例をもとに、老人が貧困になってしまうケースを挙げてみます。 

 バブル崩壊後、不況が長引くにつれ年収が減ったり、経営不振でリストラされたり、非正規雇用者とな

る人が増えました。これらの人々が退職した場合には充分な年金を手にできません。 

 年金生活者の子供が問題となるケースも増えてきました。不況が 20 年近く続くなか、非正規労働者が

正規労働者の 4 割近くになり、リストラに遭う人も多く、フリーターも増え、自分の生活が精一杯で、

子供は親をみるどころか親を当てにして、援助してもらっている事例も目立ち、年金生活者の生活が脅

かされています。 

 最近は婚期が遅くなってきている傾向のなか、正規社員であっても長期の住宅ローン（30 年～40 年）

を抱えている人が返済が終わらないうちに退職となり、子供の養育費も支払い続ける状況下にあって、

貯蓄するところまではいきません。こういう人々が年金生活に入った場合、当然生活は苦しくなります。 

 今は共稼ぎが普通になっていますが、70 歳以上の人の現役時代は政府自体が「夫は企業戦士として外

で働き、妻は家を守る。」いうパターンで年金を設定していました。それゆえ妻で厚生年金を受給して

いる人はわずかで夫の年金とわずかな自分の老齢年金で暮らす人が大半です。夫亡きあと遺族年金（夫

支給額の約４分の 3）だけとなり非常に生活が苦しくなります。 

 熟年離婚、病気、介護が起因となり貯蓄を崩さなければならない老人もいます。 

20 年くらい前までは退職後の人生を「余生」と呼び、積極的に活動するというのではなく、孫の面倒

を見たり、家の留守番をしたりして暮らしていました。仕送りもあり、時折子供たちからお小遣いをも

らい、近くの温泉に出かけるのを楽しんでいました。そのうちに寿命となり 75 歳前後で人生を終える

のが一般的でしたが、平均寿命が 80 歳を超えるようになり、事情は変わりました。 

 2000 年から開始された「介護保険制度」は高齢者にとって、大変有難い制度ですが、出費の面では大

きな負担の 1 つになっているのも事実です。しかも保険料は年々上がっていますが、頼みの年金額は反

対に減っています。 

上に掲げたように、高齢者の貧困を招く要因は様々ですが、世界一の長寿国と言われるわが国の高齢者の貧困

率は留まることを知りません。 

このたび、政府は誰もが活躍できる「１億総活躍社会」を目指して、「強い経済」「子育て支援」「社会保障」

を「新しい３本の矢」とする政策を提言しました。 

電話相談には、介護離職をした高齢者から、「介護が終り再就職を希望しているが仕事が見つからない」「高齢

のためリストされたが次の働き口がない」といった相談が続いています。 

「１億総活躍社会」の実現には、まずは高齢者の貧困を打破するための職場の確保が必須です。 

また、生活保護基準以下で生活している人には、憲法で保障された最低限の生活が送れるように、生活保護が

最後のセーフティネットとして機能しなければなりません。そして、そのためには、行政だけにとどまらず、

マスコミや地域社会などが、生活保護を受けやすく、わかりやすく広報をすることも大切です。 

毎年平均寿命が延びている日本では、退職後の 20～30 年間を「余生」と呼ぶにはあまりにも長過ぎます。 
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最近のシニアは退職後もとてもアクティブで旅行、食事会、趣味も持ち、ボランティア活動も盛んです。 

少子化も反映しているのでしょうか、孫の面倒も昔以上に良くみる傾向にあり、入学祝金等なども結構な額に

なります。高齢化で葬祭費も大変です。退職後の暮らしは、現役時代に考えていた以上に出費が嵩みます。 

現役時代からしっかり人生設計を立てて臨まないと思い通りの老後の暮らしが難しくなるどころか、貧困に陥

る可能性も潜んでいます。 

これからの若い人たちには、45 歳を人生の折り返し時点と捉えて、退職後どう過ごしたいのか様々な場合を

想定し、老後の生活に向けてソフトランディングし始めることを強くお勧めします。 

 

【2】 

～空き家の所有者も困っています～ 
求められる地方自治体の支援 

  

平成 25 年の総務省の統計では、空き家数は 820 万戸を超え，過去最高の数字になりました。空き家の多

くは、周りに悪影響を及ぼす廃屋のため、今年 5 月、老朽化した空き家の撤去、あるいは空き家の活用

を進めるための特別措置法が制定されました。 

今回の電話相談には、そうした空き家を所有する高齢者からの相談が 6 都市の協会にまんべんなく寄せ

られました。 

その大半が親から相続した家屋敷に関しての相談で、高齢になり手入れができなくなった。遠方のため

行かれない。隣近所に迷惑をかけているのが心苦しい。固定資産税が重荷と訴えています。 

相談者たちは、そうした状況にただ手をこまねいているわけではなく、売却を試みたり、何か利用法を

探したりしていますが、買い手が見つからなかったり、廃屋の解体費用が工面できなかったり、利用法

がみつからないため、処分ができず困っています。 

こうした空き家処分に対して、自治体によっては、既に国が制定した基本方針に従って、支援策を講じ

ているところもありますが、核となる全国の市町村が早急にしっかり空き家対策に取り組み、空き家の

所有者に対しての支援策を打ち出すと共に、相談をする窓口を設け、その PR にも努めることが必要で

す。 
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＊財団法人シニアルネサンス財団 

 （財）シニアルネサンス財団のホームページ http://www.sla.or.jp をご覧ください。 

 

 

＊シニアライフアドバイザー（SLA） 

（財）シニアルネサンス財団（1992 年設立、内閣府主管）の中高年齢者総合生活相談員の養成事業におけ

るシニアライフアドバイザー養成講座を修了し、その資格審査に合格した者です。 

シニアライフアドバイザー（SLA）は人生 90 年時代、定年退職後・子育て終了後に迎えるシニアライフを

健康で経済的困難がなく、かつ不安やトラブルもなく、生き甲斐をもって幸せに生きられるようにアドバ

イスしたり、シニアと共に問題解決を図ることをモットーとしてボランティア活動を行っています。 

全国には、2,600 名のシニアライフアドバイザー（SLA）がいます。（2010 年 10 月現在） 

 

 

＊全国シニアライフアドバイザー協会 

全国 8 都市にあるシニアライフアドバイザー協会が、全国一斉特設電話相談「シニアの悩み 110 番」開設

などの活動を、連携をとって実施するために設立された組織です。  

 

全国 8 都市のシニアライフアドバイザー協会は次のとおりです。 

北海道シニアライフアドバイザー協会（札幌） 

東北シニアライフアドバイザー協会（仙台） 

NPO 法人関東シニアライフアドバイザー協会（東京） 

中部シニアライフアドバイザー協会（名古屋） 

関西シニアライフアドバイザー協会（大阪） 

東中国シニアライフアドバイザー協会（福山） 

NPO 法人中国シニアライフアドバイザー協会（広島） 

九州シニアライフアドバイザー協会（福岡） 

 

 

 

お問い合わせ 

全国シニアライフアドバイザー協会 事務局 石寺 弘子 

電話：090-5999-7662（石寺） E-mail：hiro825ishide@clock.ocn.ne.jp                   
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

相談内容順位・協会別集計表・誰についての相談か 

(資料－１） 

 実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

 

  

相談内容 件数 
性 別 協 会 名 誰についての相談か 

男性 女性 関東 中部 関西 東中国 中国 九州 本人 家族 友人等 

遺言相続 237 89  149  77  33  35  23  43  27  197 41 0 

家族親族 73  7  66  27  16  14  2  6  8  36 37 0 

住 居 30  10  20  13  2  7  1  3  4  25 5 0 

経 済 22  7  15  8  4  3  4  2  1  18 4 0 

健康医療 21  4  17  8  1  8  0  2  2  12 6 3 

生 き 方 19  5  14  12  0  4  2  0  1  19 0 0 

終 末 期 18  6  12  9  0  2  1  0  6  14 4 0 

介護福祉 17  3  14  5  4  3  0  3  2  8 8 1 

そ の 他 14  6  7  4  4  2  1  2  0  9 3 2 

成年後見 11  2  9  5  2  0  0  0  4  5 5 0 

人間関係 6  2  4  2  2  1  0  0  1  6 0 0 

年金保険 5  2  3  0  2  2  0  0  1  3 2 0 

仕 事 1  0  1  1  0  0  0  0  0  1 0 0 

消費生活 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 0 0 

合 計 474  143  331  171  70  81  34  61  57  353  115  6  

 ％ 30.2  69.8  36.1  14.8  17.1  7.2  12.9  12.0  74.5  24.3  1.2  
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

相談内容順位表・暮らしの形態別 過去６回相談内容順位 

(資料－２） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

 

相談内容 

合計 性別 暮らしの形態別 順 位 

順

位 
件数 男 女 

夫婦 
世帯 

一人 
世帯 

家族 
同居 
世帯 

27 年 
9 月 

27 年 
3 月 

26 年 
９月 

26 年 
３月 

25 年 
９月 

25 年 
３月 

遺言相続 1 237  89  149  59  100  79  1 1 1 1 1 3 

家族親族 2 73  7  66  21  25  27  2 2 2 2 2 1 

住 居 3 30  10  20  6  14  10  3 6 5 4 6 5 

経 済 4 22  7  15  7  12  3  4 4 6 7 6 9 

健康医療 5 21  4  17  5  12  4  5 3 3 3 7 2 

生 き 方 6 19  5  14  1  17  1  6 8 9 6 5 4 

終 末 期 7 18  6  12  4  10  4  7 8 7 11 8 10 

介護福祉 8 17  3  14  3  7  7  8 5 4 5 5 6 

そ の 他 9 14 6  7  6  3  4  9 8 10 12 8 14 

成年後見 10 11  2  9  4  4  3  10 7 8 8 9 7 

人間関係 11 6  2  4  3  3  0  11 12 12 9 10 8 

年金保険 12 5  2  3  2  3  0  12 11 11 11 13 12 

仕 事 13 1  0  1  0  1  0  13 13 13 13 13 11 

消費生活 14 0  0  0  0  0  0  14 14 14 14 14 13 

合 計 474  143 331 121 211 142       

 % 30.2  69.8  25.5  44.5  30.0        
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

相談内容順位別・年代別集計表 

(資料－３） 

 実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

相談内容 合計件数 
性 別 

年代別区分（年代） 

49 歳 
以下 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 

90 歳 
以上 

男 女 

遺言相続 237 89 148 0 6 70 106 50 5 

家族親族 73 7 66 1 4 26 32 10 0 

住 居 30 10 20 0 0 4 21 5 0 

経 済 22 7 15 0 1 7 7 5 2 

健康医療 21 4 17 0 0 2 11 8 0 

生 き 方 19 5 14 0 0 9 8 1 1 

終 末 期 18 6 12 0 1 5 7 4 1 

介護福祉 17 3 14 0 1 4 6 5 1 

そ の 他 14 6 8 0 0 2 10 2 0 

成年後見 11 2 9 0 0 6 3 2 0 

人間関係 6 2 4 0 1 2 2 1 0 

年金保険 5 2 3 0 1 1 3 0 0 

仕 事 1 0 1 0 0 1 0 0 0 

消費生活 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 474 143 331 1 15 139 216 93 10 

 ％ 30.2 69.8 0.2 3.2 29.3 45.6 19.6 2.1 

   順位 6 ４ ２ １ ３ 5 
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

相談内容 年度別順位推移表グラフ 

(資料－４） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

遺言相続 家族親族 住居 経済 健康医療 生き方 終末期 介護福祉 その他 成年後見 人間関係 年金保険 仕事 消費生活 

平成２５年３月 3 1 5 9 2 4 10 6 14 7 8 12 11 13

平成２５年９月 1 2 6 7 3 4 8 5 8 9 10 13 13 14

平成２６年３月 1 2 4 7 3 6 11 5 12 8 9 11 13 14

平成２６年９月 1 2 5 6 3 9 7 4 10 8 12 11 13 14

平成２７年３月 1 2 6 4 3 8 8 5 8 7 12 11 13 14

平成２７年９月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

相談内容別・男女別件数グラフ 

（資料‐５） 

 実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

143, 30.2% 

331, 69.8% 

男女別件数・％ 

男性 

女性 

遺言相続 家族親族 住居 経済 健康医療 生き方 終末期 介護福祉 その他 成年後見 人間関係 年金保険 仕事 消費生活 

男性 89 7 10 7 4 5 6 3 6 2 2 2 0 0

女性 148 66 20 15 17 14 12 14 8 9 4 3 1 0

89 

7 
10 

7 
4 5 6 

3 
6 

2 2 2 0 0 

148 

66 

20 
15 17 

14 12 14 
8 9 

4 3 1 0 
0

20

40

60

80

100

120

140

160

男女別相談内容・件数 

男性 

女性 

143, 
30.2% 

331 
 69.8% 

男女別件数・％ 

男性 

女性 
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1 
15 

139 

216 

93 

10 
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50
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250

49歳以下 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 

年代別相談件数 

全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

年代別相談件数・相談内容グラフ 

（資料‐６） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
6 4 

0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 

15 

70 

26 

4 7 
2 

9 
5 4 2 

6 
2 1 1 0 

139 

106 

32 

21 

7 
11 8 7 6 

10 
3 2 3 0 0 

216 

50 

10 
5 5 8 

1 4 5 2 2 1 0 0 0 

93 

5 
0 0 2 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 

10 

0

50

100

150

200

250

遺言相続 家族親族 住居 経済 健康医療 生き方 終末期 介護福祉 その他 成年後見 人間関係 年金保険 仕事 消費生活 合  計 

年代別・相談内容別 

４９歳以下 

５０代 

６０代 

７０代 

８０代 

９０歳以上 

1 
15 

139 

216 

93 

10 

0

50

100

150

200

250

49歳以下 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 

年代別相談件数 
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

協会別 年代別相談件数構成比（％） グラフ 

 （資料‐７） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

0  

0  

0  

0  

0  

1  

3  

3  

0  

0  

4  

5  

16  

9  

15  

23  

23  

53  

18  

34  

14  

42  

30  

78  

17  

11  

5  

16  

12  

32  

3  

4  

0  

0  

1  

2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

九州 

中国 

東中国 

関西 

中部 

関東 

九州 中国 東中国 関西 中部 関東 

４９歳以下 0 0 0 0 0 1

５０歳代 3 3 0 0 4 5

６０歳代 16 9 15 23 23 53

７０歳代 18 34 14 42 30 78

８０歳代 17 11 5 16 12 32

９０歳以上 3 4 0 0 1 2

協会別・年代別件数 
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

暮らしの形態別 相談内容順位グラフ 

（資料‐８） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

遺言相

続 

家族親

族 
住居 経済 

健康医

療 
生き方 終末期 

介護福

祉 
その他 

成年後

見 

人間関

係 

年金保

険 
仕事 

消費生

活 
合  計 

夫婦世帯 59 21 6 7 5 1 4 3 6 4 3 2 0 0 121

一人世帯 100 25 14 12 12 17 10 7 3 4 3 3 1 0 211

家族同居 79 27 10 3 4 1 4 7 4 3 0 0 0 0 142

59  

21  

6  7  5  1  4  3  6  4  3  2  0  0  

121  

100  

25  

14  12  12  
17  

10  7  3  4  3  3  1  0  

211  

79  

27  

10  
3  4  1  4  7  4  3  0  0  0  0  

142  

0

50

100

150

200

250

暮らしの形態別・相談内容件数 

121 , 
25.5% 

211 , 
44.5% 

142 , 
30.0% 

暮らしの形態別件数・％ 
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全国一斉特設電話相談「シニアの悩み１１０番」 

協会別 暮らしの形態別グラフ 

（資料‐９） 

実施日：平成 27 年 9 月 26 日・27 日 

 

 

関東 中部 関西 東中国 中国 九州 合計 

夫婦世帯 54 18 15 4 15 15 121

一人世帯 70 28 53 11 24 25 211

家族同居 47 24 13 19 22 17 142

54  

18  15  

4  

15  15  

121  

70  

28  

53  

11  

24  25  

211  

47  

24  

13  
19  22  

17  

142  

0

50

100

150

200

250

協会別・暮らしの形態別件数 

121 , 
25.5% 

211 , 
44.5% 

142 , 
30.0% 

暮らしの形態別件数・％ 


